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1
OpenOLAP Viewer の概要 

OpenOLAP Viewer は OpenOLAP Designer で生成されたキューブを対象とした
強力なレポーティングツールです。ビジネスインテリジェンスを導き出すま
での過程、多次元データ分析やデータ検索を OpenOLAP Viewer は強力にバッ
クアップします。この章では、OpenOLAP Viewer の機能と画面構成をご紹介
します。

この章は以下のとおり構成されています。

･ OpenOLAP Viewer の機能

･ OpenOLAP Viewer の画面構成
1



OpenOLAP Viewer の機能
1.1 OpenOLAP Viewer の機能

OpenOLAP Viewer はインターネットブラウザを用意だけで、エンドユーザー
は多次元データベースの分析レポートを閲覧することができます。

OpenOLAP Viewer の主な機能は以下のとおりです。

1.1.1 レポートの作成

OpenOLAP Designer で生成されたキューブを元にして、管理者はクロステー
ブル形式のレポートやグラフを作成できます。

1.1.2 レポートの閲覧

管理者が作成したレポートを一般ユーザーとゲストはブラウザから閲覧する
ことができます。また、管理者は既存のレポートの設定を変更して保存する
ことができます。さらに一般ユーザーは管理者が作成したレポートを修正し
て個人レポートとして保存することができます。
2



フォルダ、レポートの管理
1.1.3 フォルダ、レポートの管理

管理者は、レポート検索を効率的にするフォルダを作成したり、レポートを
フォルダに割り当て直すなど、エクスプローラ風の操作でフォルダとレポー
トを管理することができます。

1.1.4 ユーザー、グループの管理

管理者は、OpenOLAP Viewer を使用するユーザーやグループを作成し、レ
ポート参照権限やエクスポート権限などを自由に設定、管理することができ
ます。
3



OpenOLAP Viewer の画面構成
1.2 OpenOLAP Viewer の画面構成

1.2.1 OpenOLAP Viewer の画面構成

OpenOLAP Viewer の各個所の名称は以下のとおりです。

1.2.2 ツールバー

OpenOLAP にはデータの選択や色設定のためのツールバーが用意されていま
す。

ツリー画面 レポートや管理メニューを選択することができます。

サブ画面 レポートやレポート新規作成、フォルダ管理などの画面を
表示します。

ツールバー レポート画面で表示されます。レポートに対して実行でき
るボタンです。

ビュー レポートを表示します。

ｱｲｺﾝ ボタン名 説明

セレクタ ディメンションやメジャーの値からレポートに表示する項
目を選択することができます。

塗りつぶし レポートのセルの背景色を指定することができます。 

ハイライト レポートのセルの背景色を条件にしたがってハイライト指
定することができます。

サブ画面

ツリー画面
ビュー

ツールバー
4



ツールバー
カラー選択 レポートのセルに対して [ 塗りつぶし ] か [ ハイライト ]
のどちらを利用するのか選択します。

グラフの種類 グラフ表示をしているとき、グラフの種類を指定すること
ができます。

画面表示 データの表示形式を「表」「グラフ」「表・グラフ」のいず
れかに変更することができます。

エクスポート
（CSV)

レポートを CSV 形式でエクスポートすることができます。
管理者が XML Spreadsheet 形式を指定している場合は非表
示となります。

エクスポート
（XML 
Spreadsheet 形
式）

レポートを XML Spreadsheet 形式でエクスポートすること
ができます。管理者が CSV 形式を指定している場合は非表
示となります。

保存 参照レポートのディメンション、メジャーのレイアウト変
更やセルの塗りつぶし設定、セレクタ設定などの変更を保
存することができます。

* 一般ユーザー、ゲストの場合は個人レポートの保存とな
ります。

ログアウト OpenOLAP Viewer からログアウトします。 

ｱｲｺﾝ ボタン名 説明
5



OpenOLAP Viewer の画面構成
1.2.3 ビュー

ビューの各個所の名称は以下のとおりです。

行エッジ、列エッジ、ページエッジ内に配置されているレポートの分析項目
のことを「ディメンション」ディメンションの中の値を「メンバー」、デー
タセルに入っている数値のことを「メジャー」といいます。

1.2.4 使用できない文字列

OpenOLAP Viewer のレポート名、フォルダ名、セレクタの検索文字列には以
下の 6 種類の文字列を入力することはできません。入力すると、記号と丸囲
み文字以外はエラーメッセージが表示され、記号と丸囲み文字は登録後再表
示すると文字化けします。

記号、（例：～、♪など）丸囲み文字（例：①、②など）、「<」、「>」、「&」、
「'」

行エッジ レポートの行データが表示されている部分

列エッジ レポートの列データが表示されている部分

ページエッジ レポートのページデータが表示されている部分

データセル レポートのデータ部分

ページエッジ

データセル行エッジ

列エッジ
6



2
起動と終了

OpenOLAP Viewer の起動と終了の方法を説明します。

この章は以下の通り構成されています。

･ OpenOLAP Viewer へのログイン

･ OpenOLAP Viewer からのログアウト
7



OpenOLAP Viewer へのログイン
2.1 OpenOLAP Viewer へのログイン

OpenOLAP Viewer にログインするために、事前に次の情報を確認しておきま
す。

･ 管理者のユーザー名とパスワード

･ OpenOLAP Viewer の URL

1. インターネットブラウザを起動します。

2. OpenOLAP Viewer ログイン画面の URL を指定します。

3. ユーザー名とパスワードを入力して、［ログイン］ボタンをクリックしま
す。OpenOLAP Viewer が起動し、ホーム画面が表示されます。

メモ :  ［Reset］ボタンをクリックすると、ユーザー名とパスワードが
クリアされます。
8



OpenOLAP Viewer からのログアウト
2.2 OpenOLAP Viewer からのログアウト

OpenOLAP Viewer からログアウトするには、ツールバーの［ログアウト］ボ
タンをクリックします。

また、何も操作しないまま管理者の設定するアイドル時間を過ぎると、ログ
イン画面に自動的に遷移します。
9



OpenOLAP Viewer からのログアウト
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3
レポートの作成

この章では OpenOLAP Viewer を使用したレポートの作成方法をステップを
追って説明します。

この章は以下のとおり構成されています。

･ レポート作成ウィザード

･ ステップ１：キューブの指定

･ ステップ２：レポートの設定

･ ステップ３：レポート名、フォルダの指定

･ レポート内容の変更
11



レポート作成ウィザード
3.1 レポート作成ウィザード

OpenOLAP Viewer では、３つのステップでレポートを作成します。 

ステップ１：キューブの指定

ステップ２：レポートの設定

ステップ３：レポート名、フォルダの指定

次の項からはステップごとにご説明します。

3.2 ステップ１：キューブの指定

レポートで表示するデータが格納されているキューブを選択します。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［レポート新規作成］を選択して
［レポート作成－キューブ選択（1/3）］画面を表示します。

2.［キューブ］リストボックスから、レポートで使用するキューブをクリッ
クします。
12



ステップ１：キューブの指定
3.［キューブのプロパティ］ボックスに選択されたキューブの情報が表示さ

れます。

項目名 入力内容

キューブ ID キューブ ID が表示されます。

キューブ名 キューブ名が表示されます。

説明 OpenOLAP Designer の［キューブ登録 /情報 ]画面に
登録された［コメント］が表示されます。

キューブタイプ キューブのタイプが表示されます。

［メタ通りのキューブ ] 
OpenOLAP のメタデータと一致するキューブ

［メタとは異なるキューブ］ 
OpenOLAP のメタデータと異なるキューブ（キューブ生
成後、OpenOLAP Designer で定義が変更されたキュー
ブ）

［カスタマイズキューブ］ 
OpenOLAP Designer の［SQL チューニング］画面で SQL
のカスタマイズがされているキューブ

件数 キューブのデータ件数とデータ密度が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合はデータ密度は表示さ
れません。

キューブ最終更新日 キューブデータの最終更新日が表示されます。
13



ステップ２：レポートの設定
4.［次へ］ボタンをクリックします。［レポート作成－レポート設定（2/3）］
画面が表示されます。

3.3 ステップ２：レポートの設定

レポートのレイアウト指定（行エッジ、列エッジ、ページエッジの配置）
や、値の絞込み、セルの塗りつぶし指定、グラフ表示の指定などを行いま
す。

ディメンション
リスト

名称 キューブ内でのディメンションの番号とディメンショ
ンの名称が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

ディメン
ション ID

ディメンション ID が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

説明 OpenOLAP Designer の［ディメンション登録 /情報］
画面に登録された［コメント］が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

レベル数 ディメンションのレベル数が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

メジャーリスト 名称 キューブ内でのメジャーの番号とメジャーの名称が表
示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

メジャー ID メジャー ID が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

説明 OpenOLAP Designer の［メジャー登録 /情報］画面に
登録された［コメント］が表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

タイプ カスタムメジャーの場合、カスタムメジャーのタイプ
が表示されます。

［実データ形式］ 
カスタムメジャー計算後の値をメタデータに格納して
いる場合、表示されます。

［フォーミュラ形式］ 
カスタムメジャーの計算式のみをメタデータに保持し
ている場合、表示されます。

* カスタマイズキューブの場合は表示されません。

項目名 入力内容
14



ステップ２：レポートの設定
1. 初期表示ではレポートは次のとおり表示されます。

･ 列エッジ、行エッジに１つずつディメンションが配置される。残りの
ディメンションはページエッジに表示される。

･ メジャーはページエッジの一番最後に配置される。

･ 各ディメンション / メジャーのデフォルトメンバー（ページエッジに
配置したときの［スライサー］ボタンで表示されるメンバー）は、
ディメンション /メジャーのメンバーリストの先頭となる。このとき
ディメンションが「合計」を持つ場合は、「合計」がデフォルトメン
バーとなる。

･ 各ディメンションのドリル状態はレベル 1のメンバーが展開されてい
る状態（レベル１とレベル２が表示されている状態）となる。

･ ディメンションが１つしか存在しない場合には、列エッジにディメン
ション、行エッジにメジャーが配置される。

･ ディメンションが２つしか存在しない場合は、列エッジ、行エッジに
それぞれディメンションが配置され、ページエッジにメジャーが配置
される。

2. 列エッジ、行エッジ、ページエッジの配置を変更するには、移動したい

ディメンションまたはメジャーの［移動］アイコン をクリックし

て、移動させたい位置へドラッグ＆ドロップします。詳細については、
『OpenOLAP ユーザーマニュアル』の『3.2 ディメンションの操作』を参
照してください。

3. 列エッジ、行エッジのドリル状態を変更するには、「 」ボタンをク

リックして展開したり、「 」ボタンをクリックして、折り畳みをする

スライサーボタン
（メジャー）

スライサーボタン
（ディメンション）
15



ステップ３：レポート名、フォルダの指定
ことにより行います。詳細については、『OpenOLAP ユーザーマニュアル』
の『3.3 ドリル操作』を参照してください。

4. 値の絞込みを行う場合は、ツールバーの［セレクタ］ボタンをクリック
して、［セレクタ］画面を表示し、値を絞り込みます。詳細については、
『OpenOLAP ユーザーマニュアル』の『3.4 セレクタの利用』を参照して
ください。

5. セルの塗りつぶしやハイライト設定を行う場合は、ツールバーの［カ
ラー選択］ボタンをクリックします。詳細については、『OpenOLAP ユー
ザーマニュアル』の『3.5 データセルの色設定』を参照してください。

6. グラフ表示をする場合は、ツールバーの [画面表示 ] ボタンをクリック
します。詳細については、『OpenOLAP ユーザーマニュアル』の『3.7 グラ
フの表示』を参照してください。

7.［次へ］ボタンをクリックします。［レポート作成－保存（3/3）］画面が
表示されます。

メモ :  レポートに表示するキューブを変更したい場合は、［戻る］ボタ
ンをクリックして、キューブを選択しなおしてください。

3.4 ステップ３：レポート名、フォルダの指定

レポートの格納先フォルダとレポート名を指定します。

1.［レポート名］ボックスにレポート名を入力します（最大桁数 30 文字）。

メモ :  既存レポートと名前が重複しても問題はありません。
16



ステップ３：レポート名、フォルダの指定
2.［保存先のフォルダ］エリアからレポートを格納したいフォルダを選択し
ます。

3.［完了］ボタンをクリックします。

メモ :  ツリー画面に作成したレポートのレポートアイコンが追加されま
す。

［保存先のフォルダ］エリア

ルートから選択している
フォルダまでの階層が表示
されます。
17



レポート内容の変更
3.5 レポート内容の変更

作成済みのレポートは、レポート参照画面で設定を変更した後、［保存］ボ
タンで保存することができます。

1. ツリー画面で参照したいレポートをクリックします。サブ画面に選択し
たレポートが表示されます。

2. 以下、新規作成時と同様の操作でレイアウトやセルの塗りつぶし設定、
セレクタ設定、グラフの設定を変更します。以降の操作の詳細について
は、『3.3 ステップ２：レポートの設定』を参照してください。

3.［保存］ボタンをクリックします。

注記 :  管理者は個人レポートの保存はできません。個人レポートの保存
ができるのは、一般ユーザーのみです。
18



4
フォルダ・レポートの管理

レポート検索を効率的にするフォルダを作成したり、レポートをフォルダに
割り当て直すなど、エクスプローラ風の操作でフォルダとレポートを管理す
ることができます。この章では、フォルダとレポートの管理方法についてご
説明します。

この章は、以下のとおり構成されています。

･ フォルダの管理

･ レポートの管理
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フォルダ・レポート管理の画面構成
4.1 フォルダ・レポート管理の画面構成

［フォルダ・レポート管理］画面の各個所の名称は以下のとおりです。

フォルダメンバーリスト

フォルダツリー フォルダを表示します。

フォルダメンバーリスト フォルダツリーで選択されているフォルダに所属
するフォルダおよびレポートを表示します。

項目 説明

名前 フォルダ、レポートの名前を表示します。

ID フォルダ、レポートの ID を表示します。

種類 ファルダ、レポートのどちらかを表示します。

グループ ファルダ、レポートを参照できるグループを表示します。

更新日時 最終更新日時を表示します。

フォルダツリー フォルダメンバーリスト
20



フォルダの管理
4.2 フォルダの管理

ツリー画面に表示されるフォルダの作成、名前の変更、移動、削除を行うこ
とができます。

4.2.1 フォルダの作成

新しいフォルダを作成することができます。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。

2. 新しいフォルダを所属させることになる親フォルダをフォルダツリー上
でクリックしてから、フォルダメンバーリストの空白部分で右クリック
してポップアップメニューを表示させ、［追加］をクリックします。

3. ダイアログボックスが表示されるので、［名前］ボックスにフォルダの名
称を入力して、［OK］ボタンをクリックします。（最大桁数：30 文字）

メモ :  既存フォルダと名前が重複しても問題はありません。

4. 親フォルダ内の一番下にフォルダが作成されます。

注記 :  フォルダは 15 レベルまで作成できます。

5.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面に作成フォルダを反
映させます。
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フォルダの管理
4.2.2 フォルダ名の変更

作成済みのフォルダのフォルダ名を変更することができます。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。

2. 名前を変更したいフォルダをフォルダメンバーリスト上で右クリックし
てポップアップメニューを表示させ、［名前の変更］をクリックします。

3. ダイアログボックスが表示されるので、［名前］ボックスに変更後のフォ
ルダ名を入力して、［OK］ボタンをクリックします。（最大桁数：30 文
字）

4.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面にフォルダ名の変更
を反映させます。

4.2.3 フォルダの移動

作成済みのフォルダをツリー上の他の場所へ移動することができます。配下
のフォルダまたはレポートもフォルダと一緒に移動されます。
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フォルダの削除
1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。

2. 移動させたいフォルダをクリックして、移動先のフォルダへドラッグ＆
ドロップします。

メモ :  フォルダの移動

①フォルダを複数選択して移動させることもできます。

②以下の操作はいずれも可能です。

・フォルダツリーからフォルダツリーへ移動 
・フォルダツリーからフォルダメンバー一覧へ移動 
・フォルダメンバー一覧からフォルダツリーへ移動 
・フォルダメンバー一覧からフォルダメンバー一覧へ移動

3. フォルダが移動します。

4.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面にツリー構成を反映
させます。

4.2.4 フォルダの削除

作成済みのフォルダを削除することができます。配下のフォルダまたはレ
ポートも同時に削除されます。

ドラッグ＆ドロップ
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レポートの管理
1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。

2. 削除したいフォルダをフォルダメンバーリスト上で右クリックしてポッ
プアップメニューを表示させ、［削除］をクリックします。

3. フォルダが削除されます。

注記 :  フォルダ内にレポートまたはフォルダが格納されている場合は同
時に削除され、この削除を取り消すことはできません。フォルダ
内に必要なレポートが残っていないか十分に確認をしてからフォ
ルダを削除してください。

4.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面にフォルダの削除を
反映させます。

4.3 レポートの管理

レポート名の変更、移動、削除を行うことができます。

4.3.1 レポート名の変更

作成済みのレポートのレポート名を変更することができます。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。
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レポートの移動
2. 名前を変更したいレポートを右クリックしてポップアップメニューを表
示させ、［名前の変更］をクリックします。

3. ダイアログボックスが表示されるので、［名前］ボックスに新しいレポー
ト名を入力して［OK］ボタンをクリックします（最大桁数 30 文字）。

4.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面にレポート名の変更
を反映させます。

4.3.2 レポートの移動

作成済みのレポートをツリー上の他のフォルダへ移動することができます。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。
25



レポートの管理
2. 移動させたいレポートをクリックして、移動先のフォルダへドラッグ＆
ドロップします。

メモ :  レポートの移動

①レポートを複数選択して移動させることもできます。

②以下の移動操作はいずれも可能です。

・フォルダメンバー一覧からフォルダツリーへ移動 
・フォルダメンバー一覧からフォルダメンバー一覧へ移動

3. レポートが移動します。

4.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面にツリー構成を反映
させます。

4.3.3 レポートの削除

作成済みのレポートを削除することができます。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択
して［フォルダ・レポート管理］画面を表示します。

ドラッグ＆ドロップ
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レポートの削除
2. 削除したいレポートを右クリックしてポップアップメニューを表示させ、
ポップアップメニューで［削除］をクリックします。

3. レポートが削除されます。

4.［ツリーの更新］ボタンをクリックして、ツリー画面にレポートの削除を
反映させます。
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レポートの管理
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5
ユーザー、グループの管理

OpenOLAP Viewer を使用するユーザーやグループを作成することができます。
ユーザーおよびグループにはレポートの参照権限やエクスポート形式を個別
に指定することができ、ユーザーをグループに所属させて一元管理すること
もできます。この章では、ユーザーとグループの管理方法についてご説明し
ます。

この章は、以下のとおり構成されています。

･ ユーザーの管理

･ グループの管理
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ユーザーの管理
5.1 ユーザーの管理

OpenOLAP Viewer を使用するユーザーの作成、変更、削除を行うことができ
ます。

5.1.1 ユーザーの種類

OpenOLAP Viewer では「管理者」、「一般ユーザー」、「ゲスト」の 3つの
「ユーザーの種類」があります。それぞれのユーザーの種類の特性は次の通
りです。

初期設定では、"admin"（管理者）、"user"（一般ユーザー）、"guest"（ゲス
ト）の 3ユーザーが登録されており、user と guest は "User_Group" グルー
プに属しています。

5.1.2 ユーザーの作成

新しいユーザーを作成します。

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［ユーザー］を選択して
［ユーザー］画面を表示します。

2. ユーザーリスト上で右クリックしてポップアップメニューを表示させ、 
[ 新規作成 ] をクリックします。

管理者 一般ユーザー ゲスト

ユーザー、グループの作成 ○

グループの権限設定 ○

共通レポート、共通フォルダの作成 ○

共通レポートの参照 ○ ○ ○

個人レポート、共通フォルダの作成 ○

グループへの所属 ○ ○
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ユーザーの作成
3. [ ユーザー情報 ]画面が表示されるので、以下の情報を入力します。

注記 :  [ 選択グループ ]でグループが 1つも選択されていない場合は、
ユーザーはレポートを一切参照することができなくなります。レ
ポートを参照させたい場合は、1つ以上のグループを選択してく
ださい。

4. [ 新規作成 ] ボタンをクリックして、ユーザー情報を保存します。

5. ユーザーリストに作成したユーザーが追加されます。

6. [OK] ボタンをクリックして、ユーザーの追加を確定させます。

項目名 入力内容

ユーザー名 ユーザー名を入力します。( 最大桁数：30)

パスワード パスワードを入力します。( 最大桁数：30)

ユーザーの種類 ユーザーの種類を選択します。

ユーザーの種類については、『5.1.1 ユーザーの種類』を
参照してください。

エクスポート形式 レポートをエクスポートする際の形式を選択します。

［XMLSpreadSheet］ 
レポートを XMLSpreadSheet 形式でエクスポートします。レ
ポートに色設定がされている場合、色設定もデータとあわせ
て出力することができます。

* ハイライト設定は出力することができません。

［CSV］ 
レポートを CSV 形式でエクスポートします。

コメント ユーザーに対するコメントを入力します。（最大桁数：250）

利用可能グループ、選択
グループ

[ 利用可能グループ］から、ユーザーが属するグループを選
択します。

［追加 >>] ボタン 
［利用可能グループ］から［選択グループ］にグループが移
動します。

［<< 削除 ] ボタン 
［選択グループ］から［利用可能グループ］にグループが戻
ります。
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ユーザーの管理
5.1.3 ユーザー情報の変更

作成済みのユーザーの情報を変更することができます。

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［ユーザー］を選択して
［ユーザー］画面を表示します。

2. ユーザー情報を変更したいユーザーをユーザーリスト上で右クリックし
てポップアップメニューを表示させ、［変更］をクリックします。または
ユーザーリスト上でユーザーをダブルクリックします。

3. [ ユーザー情報 ]画面が表示されるので、項目を編集します。

注記 :  [ID] は編集できません。

注記 :  [ ユーザーの種類 ]が「管理者」の場合、[ユーザーの種類 ] を
変更することはできません。

4.［更新］ボタンをクリックして、ユーザー情報を保存します。

5. [OK] ボタンをクリックして、変更したユーザー情報を確定させます。

5.1.4 ユーザーの削除

作成済みのユーザーを削除することができます。
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グループの管理
1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［ユーザー］を選択して
［ユーザー］画面を表示します。

2. 削除したいユーザーをユーザーリスト上で右クリックしてポップアップ
メニューを表示させ、［削除］をクリックします。

3. ユーザーリスト上からユーザーが削除されます。

4.［OK］ボタンをクリックして、ユーザーの削除を確定させます。

5.2 グループの管理

グループの作成、変更、削除を行うことができます。初期設定では
"User_Group" グループが登録されています。

5.2.1 グループの作成

新しいグループを作成することができます。

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［グループ］を選択して［グ
ループ］画面を表示します。
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グループの管理
2. グループリスト上で右クリックしてポップアップメニューを表示させ、[
新規作成 ]をクリックします。

3. [ グループ情報 ]画面が表示されるので、以下の情報を入力します。

4. [ 新規作成 ] ボタンをクリックして、グループ情報を保存します。

5. グループリストに作成したグループが追加されます。

6. [OK] ボタンをクリックして、グループの追加を確定させます。

5.2.2 グループ情報の変更

作成済みのグループの情報を変更することができます。

項目名 入力内容

グループ名 グループ名を入力します。( 最大桁数：30)

コメント ユーザーに対するコメントを入力します。（最大桁数：250）

利用可能ユーザー、選択
ユーザー

[ 利用可能ユーザー］から、グループに所属させるユーザー
を選択します。

［追加 >>] ボタン 
［利用可能ユーザー］から［選択ユーザー］にユーザーが移
動します。

［<< 削除 ] ボタン 
［選択ユーザー］から［利用可能ユーザー］にユーザーが戻
ります。
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グループの削除
1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［グループ］を選択して［グ
ループ］画面を表示します。

2. グループ情報を変更したいグループをグループリスト上で右クリックし
てポップアップメニューを表示させ、［変更］をクリックします。または
グループリスト上でグループをダブルクリックします。

3. [ グループ情報 ]画面が表示されるので、項目を編集します。

注記 :  [ID] は編集できません。

注記 :  [ 選択ユーザー ]から削除されたユーザーがどのグループにも属
さなくなる場合、そのユーザーはレポートを一切参照できなくな
ります。レポートを参照させたい場合は、ユーザーを他のグルー
プへ追加する必要があります。

4.［更新］ボタンをクリックして、グループ情報を保存します。

5. [OK] ボタンをクリックして、変更したグループ情報を確定させます。

5.2.3 グループの削除

作成済みのグループを削除することができます。
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グループの管理
1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［グループ］を選択して［グ
ループ］画面を表示します。

2. 削除したいグループをグループリスト上で右クリックしてポップアップ
メニューを表示させ、［削除］をクリックします。

3. グループリスト上からグループが削除されます。

4.［OK］ボタンをクリックして、グループの削除を確定させます。

注記 :  このグループに属していたユーザーが他のどのグループにも属さ
なくなる場合、そのユーザーはレポートを一切参照できなくなり
ます。レポートを参照させたい場合は、ユーザーを他のグループ
へ追加する必要があります。
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6
権限設定

OpenOLAP Viewer のグループに対して、レポートの参照権限やエクスポート
権限を付与して一元管理することができます。この章では、権限の設定方法
についてご説明します。

この章は、以下のとおり構成されています。

･ 権限の設定
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権限の設定
6.1 権限の設定

グループに対して、レポートごとにレポート参照権限、エクスポート権限を
設定することができます。

1. ツリー画面から［権限設定］－［（権限を設定したいグループ）］を選択
して［権限設定］画面を表示します。
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権限の設定
2. レポートリスト上で各フォルダおよびレポートの権限を設定します。

3. [OK] ボタンをクリックして、権限設定を確定させます。

項目名 入力内容

参照　
・フォルダ
・レポート

フォルダおよびレポートの参照権限を設定します。

[ チェック On] 
フォルダ、レポートを参照可能とします。

[ チェック Off] 
フォルダ、レポートを参照不可とします。

エクスポート

・レポート

レポートのエクスポート権限を設定します。

フォルダでは設定できません。

[ チェック On] 
レポートのエクスポートを可能とします。

[ チェック Off] 
レポートのエクスポートを不可とします。
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権限の設定
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